
使用する前に

• Cisco Mobility Expressの設定とアクセスの前提条件, 1 ページ

• 初期設定ウィザードの起動, 2 ページ

• 初期設定ウィザードの使用 , 3 ページ

• APのソフトウェアが CAPWAP Lightweight APであるか Cisco Mobility Expressであるかの確
認, 7 ページ

• CAPWAP Lightweight APソフトウェアリリース 15.3.3-JBB1から 15.3.3-JBB5以降へのアッ
プグレード, 8 ページ

• CAPWAP Lightweight AP 15.3.3-JBB5以降から Cisco Mobility Expressソフトウェアへの変換,
9 ページ

• マスター APに関連付ける APの準備, 10 ページ

• Cisco Mobility Expressへのログイン , 11 ページ

• Mobility ExpressコントローラのWebインターフェイスについて, 13 ページ

Cisco Mobility Express の設定とアクセスの前提条件
• Cisco Mobility Expressネットワークの設定中または日常的な動作中に、同じネットワーク上
にシスコの他のワイヤレスコントローラ（アプライアンスまたは仮想）が存在してはなりま

せん。

Cisco Mobility Expressコントローラを、同じネットワーク上の他のワイヤレスコントローラ
と相互運用または共存させることはできません。ネットワーク上に Cisco Mobility Expressコ
ントローラ以外のワイヤレスコントローラが存在しないことを確認してください。

•設定する最初のアクセスポイント（AP）を決定します。設定する最初のAPは、CiscoMobility
Expressワイヤレスコントローラの機能をサポートするAPである必要があります。これは、
このAPをマスターAPとして動作させ、他のAPをそのAPに接続するために必要です。こ
れにより、事前定義された CiscoAirProvisionサービスセット識別子（SSID）はマスター AP
および他の APによってのみアドバタイズされます。
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• APの『Hardware Installation Guide』に従って APを正しくインストールしてください。

• DHCPサーバがネットワークに存在すること、およびネットワーク上でこのサーバにアクセ
スできることを確認します。Mobility Expressコントローラは、アクセスポイントとワイヤ
レスクライアントの IPアドレスの管理に外部 DHCPサーバを使用します。

• CiscoMobilityExpressコントローラを初期設定するには、Wi-Fi経由でコントローラコンフィ
ギュレーションウィザードを使用します。

マスター APによってアドバタイズされる事前定義の CiscoAirProvision SSIDに接続するため
には、Wi-Fi対応のラップトップが必要です。この SSIDに有線ネットワークからアクセス
することはできません。

•ラップトップには、互換性のあるブラウザがインストールされている必要があります。Cisco
Mobility ExpressワイヤレスコントローラのWebインターフェイスおよび初期設定ウィザー
ドと互換性のあるブラウザのリストについては、対応ブラウザを参照してください。

•ネットワークでユニバーサル規制ドメインのアクセスポイントを使用する場合は、APがク
ライアントへのサービス提供を開始する前に、適切な規制ドメインへのアクセスポイントを

用意しておく必要があります。「CiscoAironetUniversal APPriming andCiscoAirProvisionUser
Guide」（URL：http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/access_point/ux-ap/guide/
uxap-mobapp-g.html）を参照してください。

これらの前提条件を満たしていることを確認したら、初期設定ウィザードの起動, （2ページ）
に進みます。

初期設定ウィザードの起動

ステップ 1 コントローラ機能を持つ APを起動します。この APは、1850または 1830シリーズの APである必要が
あります。

最初にAPの電源を入れてからCiscoAirProvision SSIDがブロードキャスティングを開始するまでには、数
分かかります。 CiscoAirProvision SSIDがブロードキャスティングを開始したら、APのステータス LED
が緑、赤、オレンジの順に循環して点灯します。

ステップ 2 Wi-Fi対応のラップトップを、APによってアドバタイズされる CiscoAirProvision SSIDへ、Wi-Fi経由で接
続します。パスワードは passwordです。
ラップトップはサブネット 192.168.1.0/24から IPアドレスを取得します。

ステップ 3 サポートされているブラウザを使用して、http://192.168.1.1に移動します。これにより、初期設定ウィザー
ドにリダイレクトされます。

初期設定ウィザードの管理者アカウントウィンドウがブラウザに表示されます。
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次の作業

初期設定ウィザードの管理者アカウントウィンドウが表示されたら、初期設定ウィザードの使用

, （3ページ）に進みます。表示されない場合は、APのソフトウェアが CAPWAP Lightweight AP
であるか Cisco Mobility Expressであるかの確認, （7ページ）に進みます。

初期設定ウィザードの使用
初期設定ウィザードを使用すると、Cisco Mobility Expressワイヤレス LANコントローラで特定の
基本パラメータを設定でき、これにより Cisco Mobility Expressネットワークが動作します。

初期設定ウィザードで入力するデータについては、次のセクションを参照してください。

初期設定ウィザードで開いているウィンドウ

図 1：Cisco Mobility Express 初期設定ウィザードで開いているウィンドウ

このウィンドウのバナーには、CiscoMobility Expressワイヤレスコントローラを設定しているAP
モデルの名前（たとえば、Cisco Aironet 1830シリーズMobility Expressなど）が表示されます。

コントローラで管理者アカウントを作成するには、次のパラメータを指定し、[Start]をクリック
します。

•管理者のユーザ名を入力します。 ASCII文字を最大 24文字入力できます。

•パスワードを入力します。 ASCII文字を最大 24文字入力できます。

パスワードを指定するときには、次のことを確認してください。

•パスワードには、小文字、大文字、数字、特殊文字のうち、3つ以上の文字クラスが含
まれる必要があります。

•パスワード内で同じ文字を連続して 4回以上繰り返すことはできません。

•新規のパスワードとして、関連するユーザ名と同じものやユーザ名を逆にしたものは使
用できません。
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•パスワードには、Ciscoという語の大文字を小文字に変更したものや文字の順序を入れ
替えたもの（cisco、ocsicなど）は使用できません。また、iの代わりに 1、I、!を、o
の代わりに 0を、sの代わりに $を使用することはできません。

ステップ 1：コントローラを設定する

図 2：コントローラの設定

コントローラを設定するには、次の基本パラメータを指定します。

• [System Name]：このコントローラに割り当てる名前を入力します。

• [Country]：この Cisco Mobility Expressネットワークが存在する国を入力します。

• [Date and Time]：日付を指定します。デフォルトでは、デバイスのシステム時刻が適用され
ます。必要に応じて時刻を手動で編集できます。

• [Timezone]：タイムゾーンを選択します。

• [NTP Server]：Network Time Protocol（NTP）サーバの IPアドレスを入力します。

• [Management IP Address]：コントローラを管理するための IPアドレスを入力します。

• [Subnet Mask]：コントローラのサブネットマスクを入力します。

• [Default Gateway]：コントローラのデフォルトゲートウェイを入力します。

ステップ 2：ワイヤレスネットワークを作成する

次の 2つのネットワークを設定します。

• [Employee Network]：社員およびネットワークを日常的に使用する正規ユーザ向けのWi-Fi
ネットワーク。ゲスト用ではありません。

• [Guest Network]：ゲストユーザ向けのWi-Fiネットワーク。

[Employee Network]セクションで、次のパラメータを指定します。
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• [Network Name]：社員ネットワーク用の SSIDを指定します。

• [Security]：事前共有キー（PSK）認証を使用する [WPA2 Personal]、または認証に RADIUS
サーバを必要とする [WPA2 Enterprise]（802.1xとも呼ばれる）を選択します。

• [Pass Phrase]：[WPA2 Personal]セキュリティを選択した場合は、PSKを指定します。

• [Authentication Server IPAddress]：[WPA2Enterprise]セキュリティを選択した場合は、RADIUS
サーバの IPアドレスを入力します。

• [Shared Secret]：RADIUSサーバ用のパスワードを入力します。

• [VLAN]：[Management VLAN]（VLAN 0）を選択するか、[New VLAN]を選択して新規作成
（1～ 4096の VLAN IDを指定）します。

• [VLAN ID]：新規 VLANの VLAN IDを指定します。

• [DHCP Server Address]：これはオプションです。

図 3：[WPA2 Enterprise] セキュリティを選択した社員ネットワーク

図 4：[WPA2 Personal] セキュリティを選択した社員ネットワーク

[Guest Network]セクションで、次のパラメータを指定します。

• [Network Name]：ゲストネットワーク用の SSIDを指定します。
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• [Security]：認証を必要としない [WebConsent]、またはPSK認証を必要とする [WPA2Personal]
を選択します。

• [Pass Phrase]：[WPA2 Personal]セキュリティを選択した場合は、PSKを指定します。

• [VLAN]：[Employee VLAN]を選択して社員ネットワークに定義したのと同じ VLANを使用
するか、[New VLAN]を選択して新規作成（1～ 4096の VLAN IDを指定）します。

• [VLAN ID]：新規 VLANの VLAN IDを指定します。

• [DHCP Server Address]：これはオプションです。

図 5：[Web Consent] セキュリティを選択したゲストネットワーク

図 6：[WPA2 Personal] セキュリティを選択したゲストネットワーク
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ステップ 3：詳細設定

ネットワークの無線周波数の信号のカバレッジと品質を最適化するため、ネットワークの予想さ

れるクライアント密度とトラフィックタイプを指定します。

図 7：RF パラメータの最適化

これらの設定を適用すると、アクセスポイントとコントローラが再起動します。次にCiscoMobility
Expressへのログイン , （11ページ）に進みます。

AP のソフトウェアが CAPWAP Lightweight AP であるか
Cisco Mobility Express であるかの確認

Cisco 1850シリーズと 1830シリーズの APはどちらも、工場出荷時 CAPWAP Lightweight APソフ
トウェアまたは Cisco Mobility Expressコントローラソフトウェア付きで発注できます。ただし、
CAPWAP APから Cisco Mobility Expressソフトウェアへの変換およびその逆方向の変換をオンサ
イトで実行できます。APにCiscoMobility ExpressイメージまたはCAPWAPLightweight APイメー
ジが含まれているかどうかを判別するには、次の手順に従ってください。

ステップ 1 RJ-45ケーブルを使用して、APのコンソールポートに接続します。

ステップ 2 ユーザ名 Ciscoとパスワード Ciscoを使用して APにログインします。どちらも大文字と小文字が区別さ
れます。

これは、あらゆる Cisco Aironet APの工場出荷時のユーザ名とパスワードです。

ステップ 3 APコンソールで sh versionコマンドを入力します。

ステップ 4 [AP Image Type]フィールドと [AP Configuration]フィールドのコマンド出力を確認します。次の表に示し
てある 3つのシナリオが考えられます。
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次の作業

次の作業出力のフィールドと値

変換は不要です。 APを再起動し、初期設定
ウィザードの起動, （2ページ）に進みます。

[AP Image Type]：MOBILITY EXPRESS IMAGE

[AP Configuration]：MOBILITY EXPRESS CAPABLE

これは、APには Cisco Mobility Expressソフト
ウェアが含まれているが、CAPWAPLightweight
AP構成で動作していることを表しています。
CAPWAPLightweightAPソフトウェアリリース
15.3.3-JBB1から 15.3.3-JBB5以降へのアップグ
レード, （8ページ）に進みます。

[AP Image Type]：MOBILITY EXPRESS IMAGE

[AP Configuration]：NOT MOBILITY EXPRESS

CAPABLE

これは、APに CAPWAP Lightweight APは含ま
れているが、Cisco Mobility Expressソフトウェ
アは含まれていないことを表しています。

CAPWAP Lightweight AP 15.3.3-JBB5以降から
Cisco Mobility Expressソフトウェアへの変換,
（9ページ）に進みます。

[AP Image Type]フィールドと [APConfiguration]
フィールドが出力に存在しない

CAPWAP Lightweight AP ソフトウェアリリース 15.3.3-JBB1
から 15.3.3-JBB5 以降へのアップグレード

現在のAPは、Lightweight APソフトウェアリリース 15.3.3-JBB1（CiscoWireless Controllerソフト
ウェアリリース 8.1.111.0向け）を使用する 1850シリーズアクセスポイントです。次の手順に
従って、ソフトウェアをLightweightAPソフトウェアリリース15.3.3-JBB5（CiscoWirelessController
ソフトウェアリリース 8.1.122.0向け）以降にアップグレードする必要があります。

次の手順では、8.1.122.0リリースへのアップグレードについて説明するため、それに対応する
ソフトウェアファイルを使用します。アップグレード後のリリースに応じて、必ず適切なソ

フトウェアファイルを使用してください。

（注）

はじめる前に

• TFTPサーバと DHCPサーバを設定し、アクセス可能にする必要があります。
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•このアップグレードの実行中に、APがその AP自体を既存のWLCに関連付けないようにし
てください。

ステップ 1 Cisco.comから TFTPサーバへ AIR-AP1850-K9-ME-8-1-122-0.zipファイルをダウンロードします。
ここでダウンロードされるファイルはアクセスポイントイメージバンドルであり、ソフトウェアアップ

デートやサポートされるアクセスポイントイメージに使用されます。

ステップ 2 ファイルを解凍し、その内容を抽出します。

ステップ 3 APのコンソールポートに接続します。

ステップ 4 ユーザ名 Ciscoとパスワード Ciscoを使用して APコンソールにログインします。どちらも大文字と小文
字が区別されます。

これは、あらゆる Cisco Aironet APの工場出荷時のユーザ名とパスワードです。

ステップ 5 APコンソールのコマンドラインインターフェイスで、enableと入力します。

ステップ 6 archive download-sw /reload tftp://<tftp server's ip address>/AIR-AP1850-K9-ME-8-1-122-0/ap1g4と入力しま
す。

または、ap-type mobility-express tftp://<tftp server ip-address>/ap1g4コマンドを使用します。

新しいMobility Expressソフトウェアイメージから APが再起動します。

次の作業

CAPWAP Lightweight AP 15.3.3-JBB5以降から Cisco Mobility Expressソフトウェアへの変換, （9
ページ）に進みます。

CAPWAP Lightweight AP 15.3.3-JBB5 以降から Cisco Mobility
Express ソフトウェアへの変換

現在の APは、Lightweight APソフトウェアリリース 15.3.3-JBB5（Cisco WLCソフトウェアリ
リース 8.1.122.0向け）以降を使用する Cisco 1850シリーズまたは 1830シリーズ APです。その
ソフトウェアを Cisco Mobility Express設定可能ソフトウェアに変換する必要があります。

次の手順では、8.1.122.0LightweightAPリリースから変換するため、それに対応するソフトウェ
アファイルを使用します。変換元のリリースに応じて、必ず適切なソフトウェアファイルを

使用してください。

（注）

はじめる前に

• TFTPサーバと DHCPサーバを設定し、アクセス可能にする必要があります。
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•このアップグレードの実行中に、ネットワーク内に Cisco WLC（物理または仮想）が存在し
ないことを確認してください。このアップグレードの実行中に、APが他のワイヤレスコン
トローラとインターフェイス接続しないようにしてください。

ステップ 1 Cisco.comからTFTPサーバへAIR-AP1850-K9-ME-8-1-122-0.zipソフトウェアファイルをダウンロードしま
す。

ここでダウンロードされるファイルはアクセスポイントイメージバンドルであり、ソフトウェアアップ

デートやサポートされるアクセスポイントイメージに使用されます。

ステップ 2 RJ-45ケーブルを使用して、APのコンソールポートに接続します。

ステップ 3 ユーザ名 Ciscoとパスワード Ciscoを使用して APにログインします。どちらも大文字と小文字が区別さ
れます。

これは、あらゆる Cisco Aironet APの工場出荷時のユーザ名とパスワードです。

ステップ 4 APを CAPWAP Lightweight APソフトウェアリリース 15.3.3-JBB5から Cisco Mobility Expressソフトウェ
アに変換するには、ap-type mobility-express tftp://<tftp server ip-address>/<filename with path from root on the
TFTP server>コマンドを使用します。
APが再起動し、オンラインに戻り、コントローラに joinしようとします（この処理に約 5分かかりま
す）。この後、APはMobility Expressモードになり、CiscoAirProvison SSIDのブロードキャストを開始し
ます。

次の作業

初期設定ウィザードの起動, （2ページ）に進みます。

マスター AP に関連付ける AP の準備
新しい APをマスター AP上の Cisco Mobility Expressワイヤレスコントローラに関連付けること
ができるようにするには、ここに示す手順に従ってください。これにより、CiscoMobilityExpress
ネットワークに joinできるようになります。

はじめる前に

• Cisco Mobility Expressワイヤレスコントローラを使用するマスター APは動作中である必要
があります。

•マスターAPに関連付けるための準備をするAPがユニバーサル規制ドメインAPである場合
は、CiscoAirProvisionモバイルアプリケーションを使用して用意する必要があります。詳細
については、次の URLにある「Cisco Aironet Universal AP Priming and Cisco AirProvision User
Guide」を参照してください：
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/access_point/ux-ap/guide/uxap-mobapp-g.html

ステップ 1 Cisco.comから TFTPサーバに最新の Cisco Mobility Expressバンドルをダウンロードします。このパック
は .zip形式（Windowsの場合）または .tar形式（LinuxまたはMac OSXの場合）で、サポートされている
すべての APのソフトウェアイメージが含まれています。

ステップ 2 TFTPサーバ上のフォルダにソフトウェアパックを解凍します。

ステップ 3 [Management] > [Software Update] > [File Path]フィールドにフォルダのパスを入力します。

ステップ 4 ソフトウェアアップデートを実行します。詳細については、ソフトウェアアップデートの実行を参照し

てください。

次の作業

関連付けられているアクセスポイントの管理

Cisco Mobility Express へのログイン

ステップ 1 ブラウザを開き、ブラウザのアドレスバーに https://<ip address>と入力して、Cisco Mobility Expressの
[Wireless LAN Controller]ログインページにアクセスします。この IPアドレスは、Cisco Mobility Wireless
Expressコントローラを管理するために指定したアドレスです。
CiscoMobility Expressコントローラは、HTTPSに自己署名証明書を使用します。そのため、すべてのブラ
ウザに警告が表示され、証明書がブラウザに表示されたときに例外の状態でも続行するかどうか尋ねられ
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ます。Mobility Expressの [Wireless LAN Controller]ログインページにアクセスするためには、警告を受け
入れます。

図 8：Cisco Mobility Express ワイヤレス LAN コントローラの Web インターフェイスのログイン

ステップ 2 [Login]をクリックします。

ステップ 3 管理者ユーザのクレデンシャルを入力してログインします。

次の作業

ログインすると、デフォルトのランディングページである [Network Summary]ウィンドウが表示
されます。詳細については、Cisco Mobility Expressモニタリングサービスについてを参照してく
ださい。
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Mobility Express コントローラの Web インターフェイスに
ついて

次の図は、Mobility ExpressコントローラのWebインターフェイスの起動ページと一般的なレイア
ウトです。

図 9：Mobility Express コントローラの Web インターフェイス

Web インターフェイスのセクションまたは機能No.

Webインターフェイスのサイドペイン。これはメインナビゲーションペインです。
このページから、Webインターフェイスの各種サブセクションに移動できます。

1

Webインターフェイスのタイトル。統合されたコントローラ機能が現在動作している
マスター APの APモデルを示します。

2

APまたはクライアントを、MACアドレスを使用して検索します。3
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Web インターフェイスのセクションまたは機能No.

クリックすると、現在のコントローラコンフィギュレーションがNVRAMに保存され
ます。詳細については、コントローラコンフィギュレーションの保存を参照してくだ

さい。

4

クリックすると、現在のシステム情報が表示されるか、コントローラのWebインター
フェイスからログオフします。

5

Mobility Expressネットワークの [Monitoring]セクション。詳細については、Cisco
Mobility Expressモニタリングサービスについてを参照してください。

6

[Wireless Settings]セクション。関連付けられた AP、WLAN、WLANユーザアカウン
ト、およびゲストユーザアカウントを管理できます。詳細については、ワイヤレス設

定の指定を参照してください。

7

[Management]セクション。管理アクセスパラメータの設定、管理者アカウントとネッ
トワーク時間の管理、およびソフトウェアアップデートの実行ができます。詳細につ

いては、ネットワークの管理を参照してください。

8

[Advanced]セクション。SNMPの設定、システムログの設定、工場出荷時へのリセッ
トを実行できます。詳細については、詳細設定の使用と操作を参照してください。

9
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